
本
紙(

２
月
17
日
号)

で
も
お

知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
の
地

域
説
明
会
が
２
月
27
日
〜
３
月

３
日
の
日
程
で
開
か
れ
て
い
ま

す
。
導
入
予
定
が
一
ヶ
月
後
に

迫
っ
て
の
開
催
で
す
。

家
族
に
年
寄
り
が
い
る
か
ら

と
聞
き
に
来
た
若
い
人
の
姿
も

あ
り
ま
す
が
、
２
日
間
、
４
カ

所
の
段
階
で
、
参
加
者
は
百
人

弱
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

説
明
後
の
質
疑
で
は
、「
結
局
、

い
く
ら
払
う
よ
う
に
な
る
ん
だ
？
」

と
い
う
率
直
な
疑
問
が
出
さ
れ
、

「
そ
れ
で
、
オ
レ
ら
は
充
分
な
医

療
が
受
け
ら
れ
る
の
け
？
」
と

不
安
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

同
制
度
を
強
行
し
た
自
民
・

公
明
は
、
昨
年
の
参
院
選
敗
北

後
、
実
施
の
半
年
前
に
な
っ
て

保
険
料
徴
収
の
一
部
凍
結
を
打

ち
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
部

分
的
な
層
だ
け
が
対
象
で
あ
り
、

時
期
も
限
定
さ
れ
た
も
の
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。

い
っ
ぽ
う
、
こ
こ
へ
き
て
国

会
で
は
２
月
28
日
、
野
党
４
党

が
共
同
し
て
、
同
制
度
の
廃
止

法
案
を
提
出
し
た
こ
と
が
報
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ひ
き
つ
づ
き

注
視
が
必
要
で
す
。

２
０
０
８
年
度
の
北
茨
城
市

の
予
算
案
が
２
月
26
日
に
内
示

さ
れ
ま
し
た
。
大
要
は
表
の
と

お
り
で
、
こ
の
う
ち
特
別
会
計

が
大
幅
に
減
っ
て
い
る
の
は
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
導
入
に

と
も
な
う
も
の
で
す
。

一
般
会
計
の
主
な
施
策
で
は
、

日
本
共
産
党
市
議
団
が
こ
の
間

要
求
し
て
き
た
３
歳
未
満
の
乳

幼
児
医
療
費
の
無
料
化
、
ま
た

少
子
化
対
策
と
し
て
第
３
子
以

降
の
出
産
に
対
す
る
祝
金
、
小

学
校(

７
校)

の
ト
イ
レ
の
洋
式

化
改
修
工
事
、
小
学
校
全
12
校

へ
の
自
動
体
外
除
細
動
器(

Ａ
Ｅ

Ｄ)

の
設
置
、
市
民
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
の
改
修(

音
響
と
イ
ス
可

動
式
化
整
備)

、
消
防
ポ
ン
プ
車

２
台
購
入
等
々
の
予
算
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

議
員
へ
の
説
明
の
中
で
、
豊

田
市
長
は
「
き
び
し
い
財
政
状

況
の
も
と
で
緊
縮
型
の
予
算
と

な
っ
て
い
る
が
、
市
民
生
活
と

福
祉
の
向
上
に
資
す
る
も
の
に

な
っ
て
い
る
と
思
う
」
と
述
べ

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
予
算
案
を
審
議
す

る
定
例
市
議
会
が
３
月
４
〜
19

日
の
日
程
で
開
か
れ
ま
す
。

一
般
質
問
は
３
月
10
、
11
日

の
予
定
で
す
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
市
民

要
求
の
実
現
を
求
め
、
昨
年
11

月
に
「
予
算
要
求
書
」
を
豊
田

市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
す
る
回
答
書
が
２
月
22
日
、

市
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
内
示
に
あ
る
と
お
り
、

３
才
未
満
児
の
医
療
費
無
料
化
、

妊
婦
健
診
公
費
負
担
の
２
回
か

ら
５
回
へ
の
拡
充
が
約
束
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
難
病
患
者
へ

の
見
舞
金
制
度
で
は
、
保
健
所

と
の
連
携
で
該
当
者
の
ほ
ぼ
全

員
に
支
給
さ
れ
ま
し
た
。
教
育

費
で
は
、
学
級
費
相
当
分
の
予

算
増
額
が
は
か
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
和
事
業
に
つ
い
て
は
、
実
施

の
検
討
が
回
答
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
長
年
要
求
し
て
き
た

も
の
が
い
く
つ
か
実
現
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
全
体
に
は
ま

だ
ま
だ
検
討
課
題
も
多
い
で
す

が
、
今
後
と
も
市
民
要
求
実
現

の
た
め
に
、
粘
り
強
く
市
長
・

行
政
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。
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前年度比

一般会計 142億3100万円 △ 0.6%

特別会計
（国保、介護など）

93億3675万円 △32.2%

企業会計
（水道、病院など）

52億7705万円 △ 1.6%

合 計 288億4480万円 △13.8%

２００８年度北茨城予算案

２
月
22
日
、
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
国
保
や
社
保
な

ど
か
ら
75
歳
以
上
の
お
年
寄
り

を
引
き
離
し
、
別
立
て
の
保
険

制
度
に
移
行
さ
せ
る
の
が
、
右

記
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で

す
。
こ
れ
に
と
も
な
う
条
例
改

正
、
合
わ
せ
て
国
保
税
の
値
上

げ
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

同
委
員
で
あ
る
鈴
木
や
す
子

市
議
は
、
「
収
入
が
減
り
体
力

の
不
調
も
多
く
な
る
お
年
寄
り

か
ら
無
情
に
も
新
た
に
保
険
料

を
取
り
立
て
、
診
療
に
も
差
別

を
持
ち
込
も
う
と
す
る
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
そ
の
も
の
が

大
問
題
で
あ
る
」
と
指
摘
。

「
そ
れ
に
合
わ
せ
て
国
保
税

を
引
き
上
げ
る
。
と
り
わ
け
低

所
得
者
に
負
担
の
大
き
い
応
益

割
合
も
引
き
上
げ
る
と
い
う
今

回
の
諮
問
に
は
反
対
で
あ
る
」

と
発
言
し
ま
し
た
。
結
果
は
、

賛
成
多
数
で
市
長
に
諮
問
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
３
月
議
会
に

議
案
と
し
て
上
程
さ
れ
ま
す
。

豊田市長から回答書を受け取る

福田明、鈴木やす子両市議

２月28日、「ポート大津」


